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飯塚園長ごあいさつ

新しくゆりかご園がスタートして、早いもので

１年が経とうとしています。緊張しながら４月の

始園式の司会をしたのが、昨日のことのように思

い出されます。私は派遣職員としてゆりかご園に

残ることになり、そして副施設長という大任を任

さ れ た こ と で 必 要 以 上 に 背 伸 び を し 、プ レ ッ

シャーに潰されそうな毎日を過ごしていました。

そんな日々を支えてくれていたのは、他でもな

い、ゆりかご園の可愛い子ども達でした。職員や

運営など色々と形は変わっても、毎日私に「癒し」

を運んでくれています。おかげさまで、毎日、楽しくお仕事をさせていただいています。この１年を振り返り、

「子ども達や保護者の方々を支えること」を目的に仕事を行ってきましたが、実は私が子ども達に支えられて

いたこと、そして子ども達の生きる力の強さを痛感しています。私がゆりかご園に就職してから 29 回目の春

を迎えようとしています。その間にたくさんの贈り物を子ども達からいただきました。老兵ではありますが、

いただいた分の何分の１でも、子ども達や保護者の方々にお返ししていきたいと思っています。

「より早く」「より深く」子ども達や保護者の方々に寄り添いながら来年度も療育を行っていきます。足り

ないところも多々あると思いますが、保護者の方々に意見もいただきながら、明石の療育の中核施設として、

すべての子ども達が暮らしやすい町づくりを進めていきます。これからもよろしくお願いいたします。（副施

設長兼作業療法士：山本康典）

2 月 1 日 （ 水 ）・ 2 日

（木）、ゆりかご園にもこ

わ ー い こ わ ー い お に が

やってきました！りす組

やぱんだ組は、ボール遊

びや新聞紙遊びの途中に

おにが登場。ボールや丸

めた新聞紙でおにをやっ

つけるよう、保護者様や

指導員に促されますが、

驚きやこわさで泣き出す

子がいたり、きょとんと

おにをみている子がいた

りと、子どもらしい反応がみられました。うさぎ組では、ある男の子に事前に「おにがきたらどうする？」と

きくと、「やっつける！！」と言ってくれていたのですが、いざおにをみると、想像以上にこわかったのか、

かたまってしまっていました。それでも最後は、みんなで殻付きの落花生を投げつけ、無事おに退治ができま

した。子どもたちにとってはドキドキの出来事となりましたが、保護者様からは「子どもの反応がみられてよ

かった」などのお声をいただきました。これからも、様々な日本のしきたりや風習に親しむことを大事にして

いきたいと思っています。（児童指導員：向井美貴）

令和 4 年度、明石市立ゆりかご園の委託を受け

て、早 1 年がたとうとしています。4 月当初、当時

の職員は、ほぼ変わりました。保護者の皆様は、

大変不安に思われたと後日伺いましたが、早い段

階で「職員の笑顔と療育への姿勢に安心しました」

「色々な工夫をして頂き、子どもたちが大変楽しん

でいます」と感想をいただきました。今、振り返っ

てみて、協力し合いながら、自分の役割をしっか

り遂行した職員。不安がありながらも、見守り続

けて下さった保護者の皆様。もちろん子ども達。

そして、私たちを管轄して頂いている明石市発達支援課の木股課長様中心に適切にご指導いただいたおかげと

感謝しています。私自身、肢体不自由といっても、一人一人違い、体調を崩すと命にかかわるような子どもたちが、

ゆりかご園で楽しく過ごしている姿を拝見できたこの一年間は、人生の中で本当に貴重な日々でした。

まだまだ、これから子どもたちのニーズ、保護者の思いをしっかり受け止め、地域生活が充実できるような

手立ても模索しながら、令和 5 年度に思いを馳せて、3 月で卒園される子ども達に悔いのないよう、療育を実施

したいと思います。

すべての子ども達が暮らしやすい明石を目指して！ ～今年度を振り返って～

お子様に日本の風習を感じる療育を！ ～節分行事のご報告～

撮影の為にマスクを外

している場合がありま

すが、感染症対策を徹

底して行っています。

２月４日に近畿肢体不自由児療育施設連絡協議会 第 31 回療育研究大会が WEB 開催され、今回、初めて参加

させていただきました。姫路聖マリア病院重度障害総合支援センター ルルドのセンター長、宮田広善先生を講

師に基調講演が行われました。第１部では「児童発達支援に今思うこと。成人期を準備する療育」第 2 部では「令

和６年度児童福祉法改正について～児童発達支援センター一元化の大義～」をテーマにされた講演でした。

　宮田先生の講演を聞かせていただく中で、日ごろの療育について考えることができました。幼児期・学齢期・

成人期にわけてお話があり、その時期、時期の課題があ

り悩みがあることをお話されていました。「今日の努力

が将来、成人期にどれだけ繋がっているのか…」と宮田

先生は仰っておられました。幼児期の療育に携わらせて

いただく中で、保護者の方が思われるお子様へのご希望

と、お子様のニーズをしっかり理解し、今後どのように

繋がっていくのかを考えながら関わっていきたいと改め

て思いました。また、ご本人だけでなく周りのご家族に

対しての支援も不可欠とお話がありました。ご本人、周

りのご家族が「しあわせ」と思うことができるよう、時

には悩みもしっかり共有できる職員でありたいと思いま

した。（児童指導員：眞田智世）

お子様のニーズを理解できる支援者に！ ～第 31 回療育研究大会のご報告～
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お子様に寄り添う飯塚園長

お子様の「楽しい」を引き出すプロフェッショナルな
山本康典副施設長

ゆりかご園の節分行事の様子

お子様に絵本の読み聞かせを行う眞田児童指導員


